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平塚市の人口と世帯数
＜令和2年4月1日現在（   ）内は前月比＞

人　口 257,600人…（＋163）
世帯数 112,857世帯…（＋512）

　　１面…新型コロナウイルス感染症に関する情報
２・３面…募集・お知らせ 「地域の魅力再発見」「みんなの力」
　　４面…　　　�自転車を正しく安全に…市が策定した自転車活用
　　　　　　　　推進計画をもとに、安全に自転車に乗るためのポイントなどを紹介します。
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手洗いで感染症を防ごう ！

乗り越えよう
市民みんなで  

新型コロナウイルス危機

▶市民病院で使う人工呼吸器をはじめとした高度医療機器などを追加・新規導入します
▶�救急車で感染者を搬送するための装置や隊員の防護服などの資機材を導入します
▶�給付制度や経済対策など、感染症に関する相談をワンストップでできるコールセン
ターを、5月1日（金）から設置します
▶�市の対処方針や感染者情報などを、市ウェブや市公式SNSなどを通じて発信します
▶�市ウェブに外国籍市民向けの専用ページを作り、感染症に関する情報を発信します
▶除菌液（次亜塩素酸水）生成器を設置し、次亜塩素酸水を希望者に配ります
▶�休日・夜間急患診療所に空気清浄除菌装置などを導入します
▶保育園や幼稚園、福祉施設などの職員にマスクなどを配ります

▶小学校の給食費を、９月まで無償化します
▶保育所の給食費を、9月まで、4,500円を上限に補助します
▶�要保護者を除く就学援助費の対象者に、小学校が休みの間の昼食費として、給食費相
当額を順次支給します
▶�児童扶養手当を受給しているひとり親家庭に、特別給付金（3万円）の申請書を５月上
旬から郵送します
▶放課後児童クラブの利用者に保育料の一部を返還し、6月までの保育料を負担します
▶小・中学生に教材や課題を郵送するなどして、休校中の学習を支援します
▶�特殊詐欺の被害を防ぐため、70歳以上の方を対象に、迷惑電話の防止機能がある機
器の購入費を補助（100台分）します
▶フレイル予防のためのリーフレットを配り、Y

ユーチユーブ

ouTubeで運動の動画を公開します

▶�市内の小規模事業者に対して、売り上げが2分の1以下に減少した場合、30万円を上限
に事業所の家賃相当額を補助します（詳しくは2面）
▶�商業関係団体によるクラウドファンディングを活用した、プレミアム食事券の取り組み
を支援します（詳しくは2面）
▶�危機関連保証資金を創設し、セーフティネット保証資金を拡充することで、業績が悪化
した中小企業を支援します
▶テイクアウト・デリバリー実施店舗の情報をSNSなどで発信します

　市民の皆さまとともに、総力を挙げて新型コロナウイルスと戦い、再び平和で穏やかな
暮らしを取り戻していくため、緊急対策をまとめました。きめ細やかに、スピード感を持って
取り組みを進めます。詳しいことが決まり次第、市ウェブなどで公表します。

問　企画政策課☎️21―8760

今号から当面の間、４ページ構成に変更し、新型コロナウイルスに関する情報を中心に掲載します

三 つ の 柱 主　　な　　事　　業

総額12億円 緊急対策をまとめました

生命と健康を
守る

暮らしを
支える

経済活動を
維持する



平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　　募＝応募方法　問＝問い合わせ 令和２年５月１日発行
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広報紙をより良いものとするために市ウェブでアンケートを実施しています。ご意見をお寄せください。
右の2次元コードからアンケートページにアクセスできます。

土屋一族の墓（土屋地区）
　平安時代の末、中村ノ庄司宗

むね

平
ひら

の三男、宗
むね

遠
とお

は土屋に居館を構
えました。宗遠は治承4年（1180年）の源頼朝の挙兵に助力すると
ともに、源実朝の「金

きん

槐
かい

和歌集」に登場する人物であると言われて
います。土屋の大乗院の近くには、土屋一族の墓と言われる五輪
塔群があり、地元の人々の手で大切に保存されています。

社会教育課☎35―8124

地域の

再発見
魅力

　市の公共施設を適切な状態に維持し続けるために、個々の施
設の対応方針を定めるものです。
　案は５月７日（木）～６月５日（金）に公民館や市ウェブなどで閲
覧できます。希望する方には郵送もできます。詳しくはお問
い合わせください。
募　意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、
郵送・ファクス・メールまたは直接、６月５日（金）までに、本
館４階の資産経営課☎21―８７６３ ０１２０―７０４５８９ shisan@へ。

「市公共施設等個別施設計画
の策定に向けた各施設の
今後の方向性」にご意見を

換気の悪い
密閉空間

多数が集まる
密集場所

間近で会話
密接場面

3密を避けましょう！
新型コロナ感染拡大防止のため

　
大
型
連
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が
始
ま
り
ま
す
。
感
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は
、
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流
れ
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活
必
需
品
の
購
入
な
ど
で
外
出
す
る
際
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
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。
２
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。
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情
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。
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　応募方法など詳しくは、市ウェブをご覧ください。

クラウドファンディングを活用したプレミアム食事券の発行を支援
　新型コロナウイルス感染症の流行が収束した後に飲食店で利用できる食事券を購入し、市内の
飲食店を支援しましょう。支援したい店舗と金額を選ぶと、各店舗から食事券が受け取れます。
食事券を購入しない寄付も受け付けます。

小規模事業者へ家賃（事業用建物賃借料）相当額を補助
　新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年に比べて、売り上げが２分の１以下に減少した商
店や飲食業、福祉事業所などを含めた市内の小規模事業者を対象に、30万円（1月あたり15万円で
最大２カ月分）を上限に事業用建物の賃借料を補助します。申請書の受け付け後、2週間を目安に支
給します。
募　市ウェブなどにある申込書・昨年と今年の売上高を証明できる書類・事業用建物の賃貸借契
約書などの必要書類を、郵送で、6月30日（火）までに、商業観光課へ。

事業者を支援します
問　商業観光課☎35ー8107

　今後も、市民や事業者を支
援するさまざまな取り組みを
進めていきます。最新の状況
は市ウェブで、随時発信して
いますので、ご確認ください。
下の２次元コードからもアク
セスできます。

新型コロナウイルス
感染症緊急経済対策

　不審に思った場合や、トラブルに遭った場
合は、市消費生活センター☎️21―7530または
消費者ホットライン☎️188（局番なし）に相談
してください。

「特別定額給付金」の手続きを
装った詐欺にご注意を

換気の悪い
密閉空間

多数が集まる
密集場所

間近で会話
密接場面

3密を避けましょう！
新型コロナ感染拡大防止のため

申請受け付け中
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市民相談

■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　5月7日（木）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp　
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

松原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

豊原分庁舎
（消防仮庁舎）

　「マニュアルのおかげで、美しい自然環境
を良好に保ってゆけます」と話すのは、管理
組合を束ねる高見澤佑介さん。同ハイツでは、
樹木や庭園の管理方法などをまとめた「みど
りのマニュアル」を管理業者と共同で作成。
ハイツの自然環境の保全に役立てています。
　マニュアル作りは住民参加型とし、子ども
からお年寄りまで多くの意見をもらったとの
こと。「住民には『緑は自分たちで維持しなけ
れば』と思ってほしいのです」と高見澤さんは
話します。「マンションなどの管理者の多く
は、自然環境を次世代にどうやったら引き継
げるのか悩んでいると聞きます。マニュアル
は、希望する方に公開していますので、ぜひ
参考にしてほしいです」と呼び掛けます。

ハイツのみどりを未来へつなぐ
高見澤　佑介さん

湘南高浜台ハイツ
住宅管理組合　理事長
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く
り
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ま
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収
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出
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備
に
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舎
清

掃
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け
入
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は
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。

　
作
業
期
間
は
６
月
中
の
３
週
間

程
度
。
市
内
在
住
の
高
校
生
を
除

く
18
歳
以
上
の
方
。
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
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い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　
事
前
に
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話
連
絡
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、
本

人
が
直
接
、
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館
５
階
の
農
水
産

課
☎
35
―
８
１
０
２
へ
。
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家
の
職
員

　

山
城
子
ど
も
の
家（
山
下
726
―

６
）で
利
用
者
の
見
守
り
や
施
設

管
理
な
ど
を
し
ま
す
。

　
１
人（
選
考
）。
採
用
日
や
条
件

な
ど
詳
し
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市
ウ
ェ
ブ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
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問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
１
階
の
青
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年
課
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―
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５
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な
ど
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あ
る
申
込
書
を
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事
前
に
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話
連
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応
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方
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は

下
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絡
の
上
、
本
人
が
直
接
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５
月
14

日（
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で
に
、
同
課
へ
。
申
し

込
み
時
に
面
接
を
し
ま
す
。
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級
救
命
講
習
会

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
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自
動

体
外
式
除
細
動
器
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取
り
扱
い

な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
６
月
13
日（
土
）午
前
９
時
～

午
後
５
時
。
豊
原
分
庁
舎
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内

在
住
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・
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以

上
の
方
20
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２
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２

０
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課
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―
９
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９
へ
。

市
営
住
宅
の
入
居
者

　
入
居
予
定
日
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９
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１
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抽
選
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た
す
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20
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以
上
ま
た
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②
夫

婦
ま
た
は
親
子
主
体
の
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住
④
収
入
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⑤
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合
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⑦
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や
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⑧
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と
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い
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を
除
き
ま
す
。
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ェ
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さ
い
。

募　
５
月
８
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台
風
被
害
を
受
け
た
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宅
屋
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な
ど
の
補
修
費
用
を
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助

　
令
和
元
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台
風
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受
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し
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と
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の
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関
す
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修
を
す
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用
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し
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す
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は
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さ
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１
に
あ
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、
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28
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で
に
、

同
課
へ
。
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奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
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加
し
ま
せ
ん
か

　
11
月
３
日（
祝
）に
平
塚
中
等
教

育
学
校（
大
原
１
―
13
）で
開
く
吹

奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
運
営
や

発
表
に
参
加
す
る
団
体
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
ま
ち
づ
く
り
財
団
文
化
事
業

課
☎
32
―
２
２
３
７

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
試
験

　

市
内
の
全
て
の
防
災
行
政
無

線
・
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
放
送
が
流

れ
ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え

な
い
よ
う
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
20
日
、
10
月
７
日
、
令
和

３
年
２
月
17
日
の
水
曜
日
、
午
前

11
時
。
10
時
45
分
か
ら
事
前
の
案

お
知
ら
せ

記事の内容が
変更される場合
があります

　新型コロナウイルス感染症
の影響により、広報ひらつか
に掲載している記事の内容
が、急きょ変更される場合が
あります。
　各記事の内容など詳しく
は、市ウェブをご覧いただく
か、記事の末尾に記載してい
る電話番号へお問い合わせく
ださい。

内
放
送
を
し
ま
す
。

問
　
危
機
管
理
課
☎
21
―
９
８
６
３

城
山
ダ
ム
の
洪
水
対
応
演
習

　
相
模
川
周
辺
の
警
報
所
か
ら
ス

ピ
ー
カ
ー
放
送
や
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
、
赤
色
回
転
灯
の
点
灯
な
ど
を

し
ま
す
。
放
流
は
し
ま
せ
ん
。

　
５
月
12
日（
火
）・
13
日（
水
）。

荒
天
中
止
。

問　
城
山
ダ
ム
管
理
事
務
所
☎
042

―
782
―
２
８
３
１

工
業
統
計
調
査

　
従
業
員
が
４
人
以
上
の
製
造
業

の
事
業
所
が
対
象
で
す
。
５
月
中

旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
り
ま
す
。
調
査
票
は
郵
送

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　　
　
行
政
総
務
課
☎
21
―
９
７
５
４

市民相談（市民生活、消費生活、法律、行政、税務、
登記・供託、測量・境界、多重債務、年金・社会保険・
労災、許認可各種届出、不動産、分譲マンション管理、
住宅）　問　市民情報・相談課☎21―8764
女性のための相談　問　人権・男女共同参画課☎21
―9611（相談専用）
人権相談　問　人権・男女共同参画課☎21―9861
ヘルスアップ相談　問　健康課☎55―2111
高齢者健康相談　問　地域包括ケア推進課☎20―
8217
成年後見利用支援センター　問　栗原ホーム☎35―
6175
保健福祉総合相談　問　福祉総務課☎21―8779
こども総合相談・母子父子相談　問　こども家庭課

☎21―9843
くらしサポート相談　問　くらしサポート相談☎21
―8813
こどもの発達相談　問　こども発達支援室くれよん
☎32―2738
未就学児子育て相談・情報提供　問　子育て支援セ
ンター☎34―9076
教育相談・就学相談　問　子ども教育相談センター
☎36―6013
青少年相談　問　青少年相談室☎34―7311
　ヤングテレホン相談（青少年専用）　☎33―7830
　ヤングメール相談　 y―soudan@
就労相談　問　勤労会館☎32―3355
外国籍市民相談　問　文化・交流課☎25―2520

市ではさまざまな相談窓口を設置しています。各窓口で相談できる内容や
相談日など、詳しくは市ウェブをご覧いただくか、お問い合わせください。



　
「
自
転
車
の
走
行
環
境
を
整
備

し
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
自
転
車
を
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
自
転
車
活
用
推
進
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
」と
話
す
の

は
、
市
交
通
政
策
課
の
福
岡
光
主

事（
左
写
真
）。
3
月
に
策
定
し
た

同
計
画
に
は
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
健
康
づ
く
り
な
ど
、
自
転

車
を
活
用
す
る
た
め
の
内
容
も
盛

り
込
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　
平
塚
は
通
勤
通
学
で
自
転
車
を

利
用
す
る
人
の
割
合
が
高
く
、
県

内
で
も
上
位
に
入
り
ま
す
。ま
た
、

自
転
車
利
用
者
の
約
９
割
が
、
ほ

ぼ
毎
日
自
転
車
を
使
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
自
転
車
に
関
連
す

る
事
故
が
多
く（
下
囲
み
）、
17
年

続
け
て
自
転
車
交
通
事
故
多
発
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
課 正

し
く
安
全
に

自
転
車
を題

も
あ
り
ま
す
。
同
課
に
は
ル
ー

ル
違
反
し
た
人
を
見
掛
け
た
と
い

う
声
が
し
ば
し
ば
寄
せ
ら
れ
る
と

い
い
、「
自
転
車
利
用
者
が
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
ず
、
事

故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
」と
福
岡
主
事
。

「
基
本
的
な
こ
と
で
す
が『
車
道
の

左
側
を
走
る
』『
交
差
点
で
安
全
確

認
を
す
る
』な
ど
、
一
人
一
人
が

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切
で

す
」と
注
意
を
促
し
ま
す
。

　
市
は
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
や
商
業
施
設

の
周
辺
や
、
そ
こ
に
ア
ク
セ
ス
す

る
道
路
な
ど
、
優
先
的
に
整
備
す

る
箇
所
を
定
め
た「
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」を
計
画
に
盛
り
込
み

ま
し
た
。
福
岡
主
事
は「
動
線
や

交
通
量
、
事
故
件
数
な
ど
を
考
慮

し
て
い
ま
す
。
走
行
台
数
が
集
中

す
る
場
所
を
中
心
に
、
安
全
性
・

快
適
性
を
上
げ
る
た
め
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
」と
説
明
し
ま
す
。

　
整
備
の
主
な
内
容
は
、
自
転
車

専
用
通
行
帯
や
矢や

羽ば

根ね（
右
写
真

の
青
線
）な
ど
を
道
路
上
に
ペ
イ

ン
ト
し
、
自
転
車
が
走
り
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。「
自
転

車
が
走
る
部
分
を
は
っ
き
り
と
さ

せ
る
こ
と
で
、
自
転
車
が
車
道
を

走
り
や
す
く
な
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
も

自
転
車
の
存
在
を
よ
り
意
識
し
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
快
適
に
自
転
車
を
利
用
で

き
、
事
故
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
整

備
し
て
い
き
ま
す
」。

　
放
置
自
転
車
の
台
数
は
近
年
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
Ｊ
Ｒ
平
塚
駅
周
辺
に
放
置
自

転
車
が
見
受
け
ら
れ
ま
す（
右
下

囲
み
）。
福
岡
主
事
は「
な
ぜ
自
転

車
を
道
端
に
置
い
て
は
い
け
な
い

の
か
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
」と
力
を
込
め
ま
す
。

　
放
置
自
転
車
が
あ
る
と
、
救
急

車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行
を
妨

げ
る
恐
れ
が
あ
り
、
車
い
す
や
ベ

ビ
ー
カ
ー
の
通
行
に
も
支
障
が
出

ま
す
。「
駅
周
辺
に
は
多
く
の
駐
輪

場
が
あ
り
、
２
時
間
ま
で
無
料
で

利
用
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

駅
か
ら
離
れ
た
主
要
な
バ
ス
停
の

近
く
に
は
サ
イ
ク
ル
＆
バ
ス
ラ
イ

ド（
バ
ス
利
用
者
が
無
料
で
使
え

る
駐
輪
場
）も
あ
り
ま
す
。
短
時

間
で
用
が
済
む
場
合
で
も
、『
少
し

く
ら
い
な
ら
問
題
な
い
だ
ろ
う
』

と
は
考
え
ず
、
駐
輪
場
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
」と
福
岡
主
事
は
呼

び
掛
け
ま
す
。

　
平
塚
に
は
総
合
公
園
や
海
、
大

型
商
業
施
設
な
ど
、
自
転
車
で
出

掛
け
ら
れ
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。現
在
、湘
南
地
域
で
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実
験
が
始

ま
っ
て
い
て
、
市
内
に
は
Ｊ
Ｒ
平

塚
駅
周
辺
や
総
合
公
園
、
海
岸
付

近
な
ど
に
自
転
車
の
貸
し
出
し
・

返
却
が
で
き
る
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま

す
。
自
転
車
で
気
軽
に
出
掛
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
ポ
ー
ト
を
増
や
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
「
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

つ
な
ぐ
移
動
ツ
ー
ル
と
し
て
、
自

転
車
が
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に
自
転
車

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
健
康
づ
く

り
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
策
定
し
た
計
画
を
進
め
て
い

く
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
一
緒
に
、安
全・

快
適
に
自
転
車
を
利
用
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」。

　毎年10月に行う定点調査の結果です。駐輪場の
整備や条例の制定をきっかけに大幅に減った年も
ありました。撤去の徹底やマナーの向上もあって減
少を続けています。

●JR平塚駅周辺の放置自転車数の推移

　
市
内
で
起
き
て
い
る
交
通
事

故
の
特
徴
と
し
て
、
自
転
車
関

連
事
故
の
割
合
が
高
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
県
内
の
割
合

が
約
23
㌫
な
の
に
対
し
、
市
内

は
約
35
㌫
。
12
ポ
イ
ン
ト
も
高

い
こ
と
か
ら
、
自
転
車
事
故
を

減
ら
す
こ
と
が
課
題
で
す
。
ま

た
、
自
転
車
利
用
者
を
見
て
い

て
思
う
の
は
、
坂
が
少
な
く
自

転
車
の
走
行
環
境
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
速
度
が

速
い
こ
と
。
特
に
目
的
地
に
近

づ
く
と
油
断
が
生
ま
れ
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
な
事

故
を
防
ぐ
た
め
の
特
効
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
運
の
問
題
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
心
と
時
間
に
ゆ

と
り
を
持
ち
、
集
中
し
て
運
転

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
通
勤

通
学
時
間
帯
の
事
故
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
暗
く
な
っ
て

き
た
ら
早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
「
自
転
車
も
乗
れ
ば
車
の
仲

間
入
り
」。
交
通
ル
ー
ル
を
き

ち
ん
と
守
る
こ
と
で
、
事
故
の

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
歩
道

を
走
る
際
は
徐
行
し
車
道
寄
り

を
走
る
」「
一
方
通
行
を
守
る
」

「
横
並
び
運
転
を
し
な
い
」「
な

が
ら
運
転
を
し
な
い
」な
ど
、

家
庭
・
地
域
・
職
場
の
中
で
見

本
と
な
る
運
転
を
心
掛
け
て
ほ

し
い
で
す
。
空
気
圧
や
タ
イ
ヤ

の
減
り
具
合
、
ブ
レ
ー
キ
な
ど

の
日
頃
の
点
検
も
欠
か
さ
ず
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
転
車
は
、
環
境
に
優
し
く

健
康
に
も
良
い
便
利
な
乗
り
物

で
す
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
乗
り

方
を
間
違
え
れ
ば
、
重
大
な
事

故
を
招
き
ま
す
。
５
月
は
自
転

車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月
間
で

す
。
意
識
的
に
自
転
車
の
乗
り

方
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
明

日
は
わ
が
身
。事
故
の
被
害
者・

加
害
者
ど
ち
ら
に
も
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
十
分
に
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

自
転
車
事
故
の

割
合
が
高
い

平
塚
市

平
塚
警
察
署
交
通
第
一
課
の

中
村 

宏
課
長（
写
真
）に
、

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　平塚は平たんな地形が広がっており、多く
の方が移動手段として自転車を利用していま
す。利用者がルールやマナーを守り、安全に
走れるまちを目指して取り組みを進めます。

問　　交通政策課☎21―９８４０

　
放
置
自
転
車
の
撤
去
業
務
を
市
が
委
託
し

て
い
る
業
者
、綜そ

う
合ご

う
サ
ー
ビ
ス
の
従
業
員
は
、

放
置
自
転
車
の
減
少
を
実
感
す
る
と
い
い
ま

す
。「
以
前
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
数
が
減
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
こ
こ
数
年
は
駐
輪
場
に
止

め
る
人
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
街
並
み
が
保
た
れ
、
安
全
に
歩
け

る
道
路
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

4
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●配布のお問合せは、ミッド 0120-350311（月〜金曜日、午前9時30分〜午後5時）

数
の
減
少
か
ら
マ
ナ
ー
向
上
を
実
感

自
転
車
を

有
効
利
用

放
置
自
転
車
が

通
行
の
妨
げ
に

安
全
に
走
れ
る

環
境
を
整
備
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台
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１
日
あ
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